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■特別会計の状況【表3】　　　　　　　　　　　（単位：千円） ■基金の状況【表4】　　（単位：千円） 

水
道
事
業
会
計 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

現計予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率 

1,388,000

1,436

172,000

851,104

112,300

393,000

77,900

251,149

194,404

7,015

51,116

531,159

78,529

337,390

57,460

165,452

34,594

129,913

3,975

38.3%

0.0%

45.7%

39.6%

42.1%

44.4%

51.7%

56.7%

613,143

36

37,547

318,856

51,673

198,103

46,827

44,862

11,570

44.2%

2.5%

21.8%

37.5%

46.0%

50.4%

60.1%

23.1%

22.6%

51.2%

合　　　　計 

22年9月30日現在 基　金　名 

695,904

3,226

294,000

154,484

209

74,483

7,771

55,482

220,311

10,136

91,655

632,172

118,487

4,526

2,362,846

※町民1人当たり約18万8千円【9月末現在】 

　道路や下水道など、生活基
盤の整備には一度に多額の費
用が必要となります。町債
は、こうした公共施設整備の
ために県知事の同意を得たう
えで、国や金融機関から借り
入れできる町の資金です。 
　町債は目的（用途）別に分
けられ、学校建設の町債であ
れば教育債、町道整備のため
の町債であれば土木債となり
ます。 
　今年9月末の町債元金残高
（右表）は、一般会計・特別
会計合わせて86億9,086万円と
なり、町民1人当たり（平成22
年9月末現在人口12,546人）に
換算すると約69万3千円となり
ます。 
　一方、家計の貯金にあたる
のが町の基金です。基金に
は、財源不足を補う財政調整
基金や町の借金返済に充てら
れる減債基金、ある特定の事
業に使われる特定目的基金が
あり、9月末現在の基金の積立
額は約23億6千万円で町民1人
当たりでは約18万8千円となり
ます。 

■町債と基金 

■町債の借入状況現在高：86億9,086万円 
※町民1人当たり約69万3千円【9月末現在】（昨年度は72万2千円） 

災害復旧債11万円（0.0%） 農業集落排水事業債 
6億8,904万円 
（7.9%） 

 農林水産業債 
9億514万円 
（10.4%） 

土木債 
9億8，977万円 
（11.4%） 

消防債 
1,704万円 
（0.2%） 

教育債 
3億8，288万円 
（4.4%） 

民生債 
890万円 
（0.1%） 

その他 
16億6,157万円 
（19.1%） 

一般会計 
39億6,541万円 
（45.6%） 

特別会計 
47億2,545万円 
（54.4%） 

下水道事業債 
35億9,628万円 
(41.4%)

簡易水道事業債 
4億4,013万円 
(5.1%)

区　　分 

国 民 健 康 保 険  
特 別 会 計  

老 人 保 健  
特 別 会 計  

後 期 高 齢 者 医 療  
特 別 会 計  

介 護 保 険  
特 別 会 計  

簡 易 水 道 事 業  
特 別 会 計  

公 共 下 水 道 事 業  
特 別 会 計  

農業集落排水事業 
特 別 会 計  

財 政 調 整 基 金  

高 額 療 養 費 貸 付 基 金  

土 地 開 発 基 金  

国 民 健 康 保 険 基 金  

養護老人ホーム福祉事業基金 

減 債 基 金  

杉 原 千 畝 記 念 基 金  

新 丸 山 ダ ム 対 策 基 金  

地 域 福 祉 基 金  

ふ る さ と 水 と 土 基 金  

吉 田 茂 国 際 交 流 基 金  

明日のまちづくり基金  

介 護 給 付 費 準 備 基 金  

介護従事者処遇改善基金 
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